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川口充紀 

 

 錦秋の候、ますま

す御健勝のこととお

慶び申し上げます。 

平素より子ども達へのご理解とご協力を賜り

厚く御礼申し上げます。  

 

 最近、世界史の教科書を読み返してみて、つ

くづく考えさせられます。 

それは、学習の到達度をはかるためには致し

方ないことだと思うのですが、出来事の羅列が

中心で、なぜそうなったのか、その背景や人間

の振舞いについて詳述されていないことです。   

それぞれの地域や文化、時代ごとに人類の歴

史を区切ることは専門に学ぶ人にとっては意

味があるのでしょうが、学生にとっては、かえ

って全体の流れが断ち切られ、流れがつかめな

いのではないかと危惧します。 

 たとえば、現在のヨーロッパで観光客を楽し

ませてくれるお城の多くは、11 世紀末に始ま

る十字軍の時代に、当時の先進地であった中東 

から学んだ築城術によって建設されました。 

 また、古代インドで発見された数字の「０」

が、そのインドでは活用されず、中東のイスラ

ム圏において重用され、やがて当時の発展途上

地域だったヨーロッパに紹介されると、現代に

通じる数学・物理学を生み出していくことにな

ります。 

 歴史の大まかな流れを俯瞰すると、人間の営

みが、人と人とのつながりや交流をもとにして

発展し維持されてきたものであると実感する

ことができます。 

 大事なのは、ひとつひとつの歴史上の事実や

年代を細切れに暗記することではなく、人類の

歴史という壮大なタペストリー（綴織の一種）

をそれぞれの人間という縦糸とその時代の出

来事という横糸をよりあわせて、切れ目なく織

り上げていくという感覚なのではないかと、自

分なりに感じています。 

 実は、この感覚は、今の私たちの子ども・若

者支援という現場においても大変重要です。 

 ともすると、専門の支援者は自分の領域から

物事を判断しがちで、他分野や違う立場の人と 

協働するには、相応の努力が必要な気がします。 

 大切なことは、支援を必要としている人を中

心（縦糸）に福祉、教育、雇用、医療、司法な

どに関わる援助者が連携（横糸）していくこと

だと、誰もが認めるところですが、実際に有効

なネットワークを形成するのは容易ではあり

ません。 

 時々、私はこう思います。私の関わった子ど

もの未来も含めた人生全体を一枚のタペスト

リーとして眺めることが出来ればいいのに。 

そうすれば、もっと必要な支援を必要な時に提

供してあげられるのではないだろうかと。 

 

  

  

 

コラム第２３話 

秋は学会シーズン到来で全国をあちこち忙

しくまわっています。学会では研修で新しい事

を学べるだけでなく、様々な人達と出会うこと

も楽しみのひとつです。9 月に京都で開催され

た日本行動療法学会では、発達障害児や不登校

関連の研修やシンポジウムに積極的に参加し、

有識者の話を直接聞けたことは大きな収穫で

した。 

 心理士としての私の専門はうつや不安でし

たが、ここ最近は発達障害関連の仕事をする機

こころのおはなしこころのおはなしこころのおはなしこころのおはなし    

 臨床心理士・社会福祉士 小山 



 

会も増えています。日本 LD 学会にも加入しま

した。発達障害についてはわだちも例外でなく、

確定診断はなくともいわゆるグレーゾーンの

子ども達がいるのが現状です。 

 ということで、ここ数年は自分なりに発達障

害の特性や関わり等について様々な研修会に

積極的に参加するようにしており、その成果

(？)が試される機会も増えつつあります。教員

や若手の心理職等の方たちにも指導やコンサ

ルティングをしなければいけない立場になっ

て気づいたのですが、案外基本的な事ができて

いない人が多いものです。 

 私が指導していて一番気になるのは関わり

方の問題です。まずは禁止語を用いないことで

す。不適切な行動を修正することよりも、適切

な行動を増やすのが基本なのですが、あいかわ

らず「○○するな」と否定文で話しをする人を

見かけます。正しくは「○○してみよう」と肯

定文で返すこと。次は指示語です。「それ」「あ

れ」は理解できない子どもが多いことがわかっ

ていません。抽象的な言葉でなく、具体的に伝

えることを心がけてほしいです。あとは一度に

たくさんのことを伝えようとしすぎです。私も

そうですが、ワーキングメモリー(一時的に物事

を覚える記憶のこと)が低い人にとっては容量

オーバーになって、何を言っているのか理解で

きなくなります。指導は数分で終わらせるよう

にしましょう。指導の長さと効果は負の相関で

す。その他、視覚支援をする。認められる体験

を増やす等、特性をきちんと理解した上で対応

してあげてほしいものです。 

とはいっても、上記のようなことは私もうっ

かりしてしまうことがあるので、こういう機会

に整理して復習しておきたいと思います。 

 

常勤職員 佐々木 

 徐々に暑さも和らぎ朝晩はすっかり涼しくな

り、夏女の私としては少し物寂しい気持ちです

が、現場や外で体力仕事をしている子ども達に

とっては過ごしやすい季節になって参りまし

た。 

 わだちの家も定員満員の６名となりました。 

この夏の数か月で個々に子ども達の変化を感

じ取りながら、いずれは社会へ巣立っていく子

ども達にとってわだちの家が「帰れる場所」の

一つとなってくれればと切に願い、心掛けてい

るつもりです。 

結局のところ、選択するのは子ども自身です

が、わだちの家にいる間にどうかいろんな人と

の「良い繋がり」を築く力を養ってほしいと思

います。 

わだちの家在籍数（Ｈ２４年各月１日現在） 

年 齢 15

歳 

16

歳 

17

歳 

18

歳 

19

歳 

７月 人数   1 ２ 1 

8 月 人数 1  2 ２ 1 

9 月 人数 1  3 ２  

※（ ）書きは女子人数再掲 

わが家の子ども達 

Ｈ太：わだちの大きい兄ちゃんとして、後輩

達の面倒見もいいです。８月に自立し、

退所しましたが、時々里帰りしてます。 

Ｊ太：流通関係の職場で継続して働いていま

す。職場での交友関係も順調な様子。 

Ｋ太：夏場にかけて紆余曲折があり、職場も

変わりましたが、今は別の建設関係の

仕事で頑張っています。 

Ｌ太：食品会社から建設関係の仕事に転身し

ました。K 太とともに朝早くから出勤

していきます。 

M 太：７月に入居しました。なかなか就労に

繋がりにくく、いかに支援していくべ

きか課題山積です。 

N 太：８月に入居しました。バイトしながら

高校卒業を目指します。 

O 太：同じく８月に入居し、高校に通学して

います。 

 

７～９月のわだちの家   

7/4  旭学園へ佐々木職員が定期訪問。 

7/9  旭学園へ佐々木職員が定期訪問。 

8/1  紀南学園へ佐々木職員が定期訪問。 

8/07  児童養護施設退所者等就業支援事業の 

～08 ソーシャル･スキル･トレーニングとし 

   て一泊研修をダイワロイネットホテル 



 

    にて開催。 

8/14  Ｈ太が自立のために退去する。 

8/17  和歌山弁護士会による子どもシェルタ 

    ー講演会に施設長、佐々木、田中が参加。 

8/23  和歌山県児童養護施設協議会の常任委 

員会に施設長が出席。 

9/02  和歌山子どもの虐待防止協会の会員セ 

ミナーに施設長、田中事務局長が出席。 

9/16  ＮＰＯ法人タドルわかやまの田中存氏 

    がわだちの家を見学。 

9/20  里親支援センター「なでしこ」主催の研 

修会に佐々木職員、田中事務局長が出席。 

9/22  滋賀県の自立援助ホームビッツ・ユニ 

ットのスタッフが、わだちの家を視察。 

9/24  和歌山県児童福祉施設連絡協議会の給 

    食研修会に佐々木職員が参加。 

編集後記  

 これまで１人あたり最低 1,100 円必

要だった入居児童の施設利用負担金 

が見直され、ほぼ支払わなくてよくなり

ました。 

そこで、皆様方からいただいたご寄付

をもとに、「自立生活・就労・資格取

得支援金制度」を開始しました。 

自立のために必要な資格等を取得す

るのに支援金をおくる制度で、今夏に自

立した子の運転免許取得を援助し、本人

からもとても有り難がられました。 

この子は児童養護施設出身ではなく、

特別育成費の対象ではなかったのです

が、皆様方のご寄付のお陰でとても助か

りました。重ねて御礼申し上げます。 

さて、自立援助ホーム開設から５度目

の秋です。これからも折に触れホームの

様子をこの「わだち通信」でお知らせし

て、皆様のご支援ご声援を賜り、子ども

たちの自立への一助となるよう、なお一

層精進いたしたいと思います。 

今後ともご指導くださいますようお

願い申し上げます。 

 

（（（（援助基金援助基金援助基金援助基金のおのおのおのお願願願願いいいい））））    

 わだちの家では、皆様方にご理解いた

だき、入居初期の生活が軌道にのるまで

のホーム費など子どもたちの自立支援

に役立てるための援助基金を募ってい

ます。ご賛同いただける方は、以下の口

座へのご支援をよろしくお願い申し上

げます。 

また、すでにご支援いただきました

方々に、心からの感謝と御礼を申し上げ

ます。 

  ゆうちょ銀行 

口座記号番号 00920-5-299601 

口座名義 自立援助ホームわだちの家 

 

         かわぐち 

支援者支援者支援者支援者のののの皆様方皆様方皆様方皆様方へへへへ    

 

 自立援助ホーム「わだちの家」へのご寄附・

ご支援を賜り、また援助基金にご協力をいただ

き誠にありがとうございます。 

●７月１日より９月３０日までの寄附物品 

前原壮行様、宮本京子様、 

岡本ご夫妻様、木下ご夫妻、匿名希望様 

●７月１日より９月３０日までの援助基金 

  御所伸之様 

○援助基金会計報告（７/1～９/３０） 

  収入の部 

   援助基金  3,000 円 

   受取利息   21 円 

  支出の部 

   自立生活・就労・資格取得支援金 

        30,000 円 

   振替手数料    0 円 

   ９月末残高            

       ８８,１１１円 

 

 ※原則として、郵便局で受け取る払込金受領票の

写しをもって領収書に代えさせていただきます。特

に領収書の必要のある方、及び「匿名希望」の方は、

その旨を通信欄にその都度お書き込み下さるよう、

宜しくお願い申し上げます。  
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わだちの家施設長 

川口充紀 
 

 初春の候、ますます御

健勝のこととお慶び申し

上げます。 

平素より子ども達へのご

理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。  

 

 今年は 2013 年、私が生まれてから 3 度目

の巳年です。この世界に生を受けて、早いもの

で、半世紀近くが経過したことになります。 

 年末年始、高校時代からの友人たちと顔を合

わせて語り合う内容も、それぞれの子どものこ

とから親の介護まで幅広くなりました。何人か

の友人の親はすでに鬼籍に入られ、明日は我が

身と楽しい集まりのなかにも寂寥感がただよ

う年頃になってきました。 

 

 自分が子どもの頃、世間の大人はもっとしっ

かりしているものと漠然と思っていましたが、

いざ自分がこの歳になってみると、歳月を経た

のは見かけだけで、中身は高校時代からほとん

ど変わっていない事実に気付かされます。おそ

らく、他の人たちもそうなんだろうと、今にし

て思います。 

 振り返ると、私という存在の根幹を形成した

のは高校時代でした。だからでしょうか、今も

多くの高校時代からの友人たちと機会あるご

とに集まります。そして、自分の根っこが不変

であることを確認し合っているのかもしれま

せん。 

 おそらく、十代後半から二十代前半にかけて、

多くの人が自己を確立させていくのだろうと

思います。わだちの家に子ども達がやってくる

のは、まさにそういう年代なのです。 

 それぞれに厳しい子ども時代を生き抜き、大

人への階段を駆け上がってきた彼ら彼女らは、

わだちの家で、働くことを通じて社会につなが

ることを身をもって覚えます。なかには、問題

行動をおこしたり、働くことができなかったり

と課題の多い子もいますが、それらも含めて、

子ども達の根幹が形成されてゆくのだと思い

ます。この子たちが人生に根を張る貴重なひと

時を、ともに過ごしているのかもしれません。 

 それゆえ、私たちに求められているのは、子

どもたちを単に社会人として自立させるだけ

ではなく、３０年後の未来に自分の根っこはこ

こで形成されたと述懐させるような関わりを

こそ大事にしていかなければならないのかも

しれません。 

 あたりまえの日常、良質な生活の保障、言葉

にすれば簡単なことですが、実践するのは容易

ではありません。今年も、皆様方のお力添えを

よろしくお願いします。 

 

 

  

  

 

コラム第２４話 

わだちの家で働くようになってから、５回目

の正月を迎えました。今年は元旦から私が宿直

でした。いろんな子ども達と関わってきました

が、うちに来る子ども達は本当に良く遊びます。

仕事をした後でも、どこにそんな体力が残って

いるのかと思ってしまうほど。毎日が修学旅行

のようです。 

 宿直時は子ども達が門限の 22 時まで戻って

くるかどうかやきもきすることが多く、子ども

達も息を切らしながら走って帰ってくること

があります。走って帰ってくる子どもはまだ可

こころのおはなしこころのおはなしこころのおはなしこころのおはなし    

 臨床心理士・社会福祉士 小山 



 

愛げがありますが、ときどき開き直る子もいて、

堂々と門限破りをすることもあります。それで

も一貫した指導をしていると、門限破りは減っ

てきます。その上、仕事が決まり定着すると自

ずと規則正しい生活に戻ってきます。 

 他で、不登校児やひきこもり者の支援をして

いると、生活習慣の乱れ（特に昼夜逆転）が問

題になる場合が少なくありませんが、わだちの

子ども達を見ていると、仕事さえ継続すれば生

活習慣の乱れは勝手に正常に戻る場合が多い

ように思います。先に生活習慣の改善からとい

うのはちょっと違うのではないかと思うこと

があります。何もすることがないから乱れてく

るのです。 

 よく、不登校・ひきこもり支援の書籍とかで、

生活習慣の乱れを改善すれば不登校・ひきこも

りの改善に効果があるとされていますが、どう

でしょうか？現場での経験から言うと、本人に

問題意識がなく、社会参加への動機が低い者に

生活習慣を改善するよう促しても、上手くいく

ことはほぼありません。ゲームやインターネッ

トを自由に使える状況なら、なおさら改善は難

しいでしょう。状況・状態によって介入方法と

いうものは変えていかないといけません。 

 経験的に、子ども達の生活習慣を改善させる

にはある程度、強制的な枠は必要と思います。

意思の力だけで改善させるのは難しいでしょ

う。基本的には社会参加への動機があって、毎

日、行く場所があって改善していくものと思い

ます。ただし、精神的な病がないという条件つ

きですが。 

 

常勤職員 佐々木 

  クリスマス直前に厳しい寒さとなり、子ど    

 も達も「さむー！」と白い息を吐き、凍えな 

 がら仕事や学校から帰宅してきます。朝も暗 

 いうちに出勤し、夜もまた暗くなって帰宅す 

 る子ども達の頑張る姿に、感心させられると 

 同時に、私もいつもエネルギーをもらってい 

 ます。 

  自立へと少しずつ踏み出す子ども達を見 

 ていると、その変化や成長ぶりに胸が熱く 

 なり、励まされることが増えました。大人 

を全く信用できずにいた子が、今では自分の周

りにいる人の有難みを口にするようになり、

「ありがとう」「ごめん」が素直に言えるよう

になったりと、本当に喜ばしい限りです。 

 まだまだ課題は個々にありますが、今後の子

ども達の人生において良い繋がりを育んでい

ってほしいと思います。 

 

わだちの家在籍数（Ｈ２４年各月１日現在） 

年 齢 15

歳 

16

歳 

17

歳 

18

歳 

19

歳 

10 月 人数 1  3 ２  

11 月 人数 1  1 4  

12 月 人数 1   4  

※（ ）書きは女子人数再掲 

わが家の子ども達 

Ｊ太：流通関係の職場で順調に働いています。

自立のために環境調整を始めました。 

Ｋ太：建設関係の仕事を頑張っています。昨

年暮れから、自立訓練としてステップ

ハウスに移りました。 

Ｌ太：食品会社から転職した建設関係の仕事

にも馴染んできました。イヤと言えな

い性格が、今後の自立に向けた大きな

課題です。 

M太：最近ようやく仕事に対する意欲が伺え

るようになりました。 

N太：高校卒業もバイトも黄色信号。近頃や

っと危機感が出てきました。 

O 太：家族の支援を受けて、自立のために

11 月末に退所しました。 

 

１０～１２月のわだちの家   

10/11 里親支援センター「なでしこ」主催の研 

修会に川口施設長、田中事務局長が出席。 

10/16 ふくろうの家にて、自立援助ホームの    

    ハンドブック第２弾の打合せに川口が 

    参加。 

10/27 大阪弁護士会による居場所のない子ど 

    もたち支援のシンポジウムに参加。 

10/30 全国自立援助ホーム協議会の宮崎大会 

～31 に川口が参加。 



 

11/1  和歌山県児童養護施設協議会の常任委 

員会に川口が出席。 

11/10  子ども・若者育成支援県民大会にて、 

    川口が県知事感謝状を受ける。 

11/17 人権フェスタにて、和歌山子どもの虐 

 ～18  待防止協会によるオレンジリボン・パ 

       レードを実施し、川口が参加。 

11/27  全国児童養護施設長研究協議会熊本大 

 ～29  会に川口が参加。 

12/3  和歌山県児童福祉施設連絡協議会の県 

 ～4 外研修に佐々木職員が参加。 

12/5  和歌山市の児童養護施設こばと学園の 

    園内研修で川口が講話。 

12/10  和歌山県児童養護施設協議会の職員研 

    修に川口、佐々木職員が出席。 

12/21 中央児童相談所による施設現況調査。 

編集後記  

 昨年末に、和歌山保護観察所を通じ、

和歌山県更生保護女性連盟様より愛の

物資として有田みかんをたくさんいた

だきました。 

 うちの子ども達は、よろこんで段ボー

ル１箱のみかんを一晩で食べてしまい

ました。最後は、悪ノリして、無理やり

食べ切ったため、次の日からは食傷し

て、みかんの消費が極端に落ちたのがご

愛嬌です。 

 そういう他愛のない日々を積み重ね

つつ、子ども達も少しづつ成長してゆく

ようです。まだまだ、社会に巣立ってゆ

くには、未熟な彼らですが、いろいろな

方のご助力を得て、無事に新年を迎える

ことができました。 

さて、自立援助ホーム開設から５度目

のお正月です。これからも折に触れホー

ムの様子をこの「わだち通信」でお知ら

せして、皆様のご支援ご声援を賜り、子

どもたちの自立への一助となるよう、な

お一層精進いたしたいと思います。 

今後ともご指導くださいますようお

願い申し上げます。 

 

（（（（援助基金援助基金援助基金援助基金のおのおのおのお願願願願いいいい））））    

 わだちの家では、皆様方にご理解いた

だき、入居初期の生活が軌道にのるまで

のホーム費など子どもたちの自立支援

に役立てるための援助基金を募ってい

ます。ご賛同いただける方は、以下の口

座へのご支援をよろしくお願い申し上

げます。 

また、すでにご支援いただきました

方々に、心からの感謝と御礼を申し上げ

ます。 

  ゆうちょ銀行 

口座記号番号 00920-5-299601 

口座名義 自立援助ホームわだちの家 

 

         かわぐち 

支援者支援者支援者支援者のののの皆様方皆様方皆様方皆様方へへへへ    
 

 自立援助ホーム「わだちの家」へのご寄附・

ご支援を賜り、また援助基金にご協力をいただ

き誠にありがとうございます。 

●10 月１日より 12 月 31 日までの寄附金 

  中北昇様 （NPO 法人へのご寄付） 

●10 月１日より 12 月 31 日までの寄附物品 

前原壮行様、岡本ご夫妻様、匿名希望様 

和歌山県更生保護女性連盟様（愛の物資） 

●10 月１日より 12 月 31 日までの援助基金 

  水城実様、山本彰宏様、匿名希望様 

○援助基金会計報告（１０/1～１２/３１） 

  収入の部 

   援助基金 13,000 円 

   受取利息    0 円 

  支出の部 

   自立生活・就労・資格取得支援金 

           0 円 

   振替手数料   360 円 

   １２月末残高             

       100,751 円 
 ※原則として、郵便局で受け取る払込金受領票の

写しをもって領収書に代えさせていただきます。特

に領収書の必要のある方、及び「匿名希望」の方は、

その旨を通信欄にその都度お書き込み下さるよう、

宜しくお願い申し上げます。  


